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トゥブ族の女性は赤や黄色などの鮮
やかな衣装に身を包み、鼻や耳、手
首などにアクセサリーを付け、おしゃ
れを楽しむ
井戸にはラクダ、ヤギ、ロバなどの家
畜が集まる。ヤギは彼らにとって大切
な現金収入となる
体高2メートルほどの大ラクダを引っ
張り、井戸での水くみを手伝う男の子

夜になると風は止み、満月の輝きが大地を照らし出す。
1月には気温10度以下になることも

多くの女性が自宅で出産するため、時に
母子に危険が伴う。皆、生まれてくること
への感謝を忘れない

お気に入りの衣装をプ
レゼントされた女性は、そ
れを大きく広げて喜んだ

不要となったタイヤのチューブは、水を入れる容器として使う

南部の市場で購入した雑穀をきねでついて粉末にし、それを調理
してラクダのミルクとともに食べる

ロバの力を使って深さ50メートル以上の井戸から水をくむ少年は、
何度もラクダのために水を与え続けた

夕暮れの砂漠の中をゆっくりと進むラクダキャラバン

a.

b.

c.

a

b

c

　
国
土
の
３
分
の
２
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
覆
わ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ

中
部
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共
和
国
。
そ
の
北
東
部
に
は
、
現
地
の
言
葉

で
「
何
も
な
い
大
地
」
を
意
味
す
る
「
テ
ネ
レ
」
と
い
う
地
域
が

広
が
り
、
高
さ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
す
砂
丘
や
往
復
約
１
６
０

０
キ
ロ
を
行
く
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

中
の
気
温
は
、
暑
い
時
期
で
40
度
を
超
え
、
３
月
を
過
ぎ
る
と
熱

風
が
吹
き
砂
塵
が
舞
う
。

　
ニ
ジ
ェ
ー
ル
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
２
０
０
１
年
。
最
初
は

砂
丘
の
撮
影
か
ら
始
ま
り
、
12
年
か
ら
は
こ
の
テ
ネ
レ
に
暮
ら
す

ト
ゥ
ブ
族
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首
都
ニ
ア
メ
か

ら
１
０
０
０
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
へ
き
地
で
生
活
す
る
彼
ら
に
つ

い
て
、
日
本
で
は
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
ニ
ジ
ェ
ー
ル
第
二
の
町
、
ザ
ン
デ
ー
ル
か
ら
北
東
へ
お
よ
そ
４

０
０
キ
ロ
の
テ
ル
ミ
ッ
ト
と
い
う
地
域
に
、
彼
ら
は
暮
ら
し
て
い

る
。
ザ
ン
デ
ー
ル
か
ら
北
は
砂
漠
地
帯
。
給
油
所
や
食
料
の
確
保

が
難
し
い
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
２
５
０
リ
ッ
ト
ル
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
60
本
、
ガ
ス
、
米
や
パ
ス
タ
、
缶
詰
な
ど
を
四
輪
駆
動
車
に

詰
め
込
み
、
地
元
出
身
の
ガ
イ
ド
と
共
に
出
発
し
た
。
途
中
、
憲

兵
隊
の
オ
フ
ィ
ス
に
立
ち
寄
り
、
砂
漠
へ
の
立
ち
入
り
許
可
を
申

請
。
一
日
半
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
先
に
は
、
わ
ず
か
に
草
の
生

え
た
砂
漠
の
大
地
が
広
が
り
、
彼
ら
の
家
が
数
軒
並
ん
で
い
た
。

辺
境
で
暮
ら
す
彼
ら
は
用
心
深
い
。
常
に
ナ
イ
フ
を
携
帯
し
、
撮

影
を
嫌
う
ト
ゥ
ブ
族
だ
が
、
訪
れ
た
の
が
ガ
イ
ド
が
暮
ら
す
集
落

だ
っ
た
た
め
、
到
着
と
同
時
に
み
ん
な
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
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最
初
に
目
を
引
い
た
の

は
、
女
性
の
衣
装
だ
っ
た
。

赤
や
黄
の
派
手
な
色
を
好

み
、
遠
く
か
ら
で
も
そ
の

姿
は
際
立
っ
て
い
た
。
鼻

に
は
ピ
ア
ス
、
耳
や
腕
に

は
銀
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。

ガ
イ
ド
が
ザ
ン
デ
ー
ル
で

買
っ
た
衣
装
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
、
そ
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を
広
げ
、

目
を
見
開
い
て
喜
ん
だ
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早
速
、
衣
装
を
身
に
着
け

た
女
性
た
ち
は
「
ど
う
、

似
合
っ
て
る
？
」
と
、
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
レ
ン
ズ
を
見
つ
め
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
自
分
の

姿
を
見
て
う
れ
し
そ
う
に
飛
び
上
が
っ
た
。

　
家
は
、
ア
カ
シ
ア
の
木
を
骨
組
み
に
使
い
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
葉
を

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
編
ん
で
屋
根
と
し
て
か
ぶ
せ
た
も
の
で
、
季
節

に
よ
っ
て
位
置
を
変
え
る
。
中
は
日
差
し
が
遮
ら
れ
、風
通
し
も
良
く
、

居
心
地
は
悪
く
な
い
。
聞
こ
え
る
の
は
耳
元
を
流
れ
る
風
と
ロ
バ
の

鳴
き
声
だ
け
。
電
気
や
ガ
ス
は
な
く
、
水
は
大
き
な
容
器
を
深
さ
50

メ
ー
ト
ル
以
上
の
井
戸
に
落
と
し
、
ラ
ク
ダ
や
ヤ
ギ
の
力
で
引
き
揚

げ
る
。
食
事
は
と
い
う
と
、
南
の
市
場
で
購
入
し
た
雑
穀
を
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
ラ
ク
ダ
の
ミ
ル
ク
と
と
も
に
食
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
野
菜
な
ど
は
な
い
。

　
翌
年
も
、
そ
の
翌
年
も
、
彼
ら
に
会
う
た
め
に
テ
ル
ミ
ッ
ト
を
訪

れ
た
。
最
初
の
年
は
緊
張
し
て
い
た
彼
ら
の
表
情
も
、
再
会
す
る
た

び
に
ほ
こ
ろ
ん
だ
。
一
方
で
、
砂
漠
の
環
境
は
年
々
悪
化
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
だ
ろ
う
か
、「
昔
よ
り
も
暑
く
な
っ
た
」
と
、
初

老
の
男
は
話
す
。
数
年
前
に
あ
っ
た
井
戸
が
枯
れ
、
無
人
と
な
っ
た

場
所
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
中
で
地
道
に
ラ
ク
ダ
を
飼
い
続
け
る

そ
の
男
は
「
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
が
何
よ
り
幸
せ
だ
」
と
、
続
け
た
。

家
族
や
親
戚
同
士
で
集
落
を
形
成
し
、
こ
の
砂
漠
で
団
結
し
て
生
き

抜
く
こ
と
が
彼
ら
の
生
き
方
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
思
い
が
、
こ
の
小
さ
な
世
界
を
育
ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

大塚 雅貴（おおつか まさたか）

1968年、千葉県生まれ。93年、写真家・野町和嘉氏の助手としてサ
ハラ取材に同行。97年からカイロに1年半在住。リビア、ニジェー
ル、チャドなどのサハラ砂漠や、中国・雲南省の棚田を取材。著書に
『SAHARA 砂と風の大地』（山と渓谷社）がある。
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部
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共
和
国
。
そ
の
北
東
部
に
は
、
現
地
の
言
葉

で
「
何
も
な
い
大
地
」
を
意
味
す
る
「
テ
ネ
レ
」
と
い
う
地
域
が

広
が
り
、
高
さ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
す
砂
丘
や
往
復
約
１
６
０

０
キ
ロ
を
行
く
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

中
の
気
温
は
、
暑
い
時
期
で
40
度
を
超
え
、
３
月
を
過
ぎ
る
と
熱

風
が
吹
き
砂
塵
が
舞
う
。

　
ニ
ジ
ェ
ー
ル
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
２
０
０
１
年
。
最
初
は

砂
丘
の
撮
影
か
ら
始
ま
り
、
12
年
か
ら
は
こ
の
テ
ネ
レ
に
暮
ら
す

ト
ゥ
ブ
族
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首
都
ニ
ア
メ
か

ら
１
０
０
０
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
へ
き
地
で
生
活
す
る
彼
ら
に
つ

い
て
、
日
本
で
は
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
ニ
ジ
ェ
ー
ル
第
二
の
町
、
ザ
ン
デ
ー
ル
か
ら
北
東
へ
お
よ
そ
４

０
０
キ
ロ
の
テ
ル
ミ
ッ
ト
と
い
う
地
域
に
、
彼
ら
は
暮
ら
し
て
い

る
。
ザ
ン
デ
ー
ル
か
ら
北
は
砂
漠
地
帯
。
給
油
所
や
食
料
の
確
保

が
難
し
い
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
２
５
０
リ
ッ
ト
ル
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
60
本
、
ガ
ス
、
米
や
パ
ス
タ
、
缶
詰
な
ど
を
四
輪
駆
動
車
に

詰
め
込
み
、
地
元
出
身
の
ガ
イ
ド
と
共
に
出
発
し
た
。
途
中
、
憲

兵
隊
の
オ
フ
ィ
ス
に
立
ち
寄
り
、
砂
漠
へ
の
立
ち
入
り
許
可
を
申

請
。
一
日
半
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
先
に
は
、
わ
ず
か
に
草
の
生

え
た
砂
漠
の
大
地
が
広
が
り
、
彼
ら
の
家
が
数
軒
並
ん
で
い
た
。

辺
境
で
暮
ら
す
彼
ら
は
用
心
深
い
。
常
に
ナ
イ
フ
を
携
帯
し
、
撮

影
を
嫌
う
ト
ゥ
ブ
族
だ
が
、
訪
れ
た
の
が
ガ
イ
ド
が
暮
ら
す
集
落

だ
っ
た
た
め
、
到
着
と
同
時
に
み
ん
な
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
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最
初
に
目
を
引
い
た
の

は
、
女
性
の
衣
装
だ
っ
た
。

赤
や
黄
の
派
手
な
色
を
好

み
、
遠
く
か
ら
で
も
そ
の

姿
は
際
立
っ
て
い
た
。
鼻

に
は
ピ
ア
ス
、
耳
や
腕
に

は
銀
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。

ガ
イ
ド
が
ザ
ン
デ
ー
ル
で

買
っ
た
衣
装
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
、
そ
れ
を
広
げ
、

目
を
見
開
い
て
喜
ん
だ
。

早
速
、
衣
装
を
身
に
着
け

た
女
性
た
ち
は
「
ど
う
、

似
合
っ
て
る
？
」
と
、
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
レ
ン
ズ
を
見
つ
め
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
自
分
の

姿
を
見
て
う
れ
し
そ
う
に
飛
び
上
が
っ
た
。

　
家
は
、
ア
カ
シ
ア
の
木
を
骨
組
み
に
使
い
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
葉
を

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
編
ん
で
屋
根
と
し
て
か
ぶ
せ
た
も
の
で
、
季
節

に
よ
っ
て
位
置
を
変
え
る
。
中
は
日
差
し
が
遮
ら
れ
、風
通
し
も
良
く
、

居
心
地
は
悪
く
な
い
。
聞
こ
え
る
の
は
耳
元
を
流
れ
る
風
と
ロ
バ
の

鳴
き
声
だ
け
。
電
気
や
ガ
ス
は
な
く
、
水
は
大
き
な
容
器
を
深
さ
50

メ
ー
ト
ル
以
上
の
井
戸
に
落
と
し
、
ラ
ク
ダ
や
ヤ
ギ
の
力
で
引
き
揚

げ
る
。
食
事
は
と
い
う
と
、
南
の
市
場
で
購
入
し
た
雑
穀
を
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
ラ
ク
ダ
の
ミ
ル
ク
と
と
も
に
食
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
野
菜
な
ど
は
な
い
。

　
翌
年
も
、
そ
の
翌
年
も
、
彼
ら
に
会
う
た
め
に
テ
ル
ミ
ッ
ト
を
訪

れ
た
。
最
初
の
年
は
緊
張
し
て
い
た
彼
ら
の
表
情
も
、
再
会
す
る
た

び
に
ほ
こ
ろ
ん
だ
。
一
方
で
、
砂
漠
の
環
境
は
年
々
悪
化
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
だ
ろ
う
か
、「
昔
よ
り
も
暑
く
な
っ
た
」
と
、
初

老
の
男
は
話
す
。
数
年
前
に
あ
っ
た
井
戸
が
枯
れ
、
無
人
と
な
っ
た

場
所
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
中
で
地
道
に
ラ
ク
ダ
を
飼
い
続
け
る

そ
の
男
は
「
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
が
何
よ
り
幸
せ
だ
」
と
、
続
け
た
。

家
族
や
親
戚
同
士
で
集
落
を
形
成
し
、
こ
の
砂
漠
で
団
結
し
て
生
き

抜
く
こ
と
が
彼
ら
の
生
き
方
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
思
い
が
、
こ
の
小
さ
な
世
界
を
育
ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

大塚 雅貴（おおつか まさたか）

1968年、千葉県生まれ。93年、写真家・野町和嘉氏の助手としてサ
ハラ取材に同行。97年からカイロに1年半在住。リビア、ニジェー
ル、チャドなどのサハラ砂漠や、中国・雲南省の棚田を取材。著書に
『SAHARA 砂と風の大地』（山と渓谷社）がある。



Item

工房の店頭に並ぶさまざまな銀細工

銀細工
北部の名物といえば

ブラビスコ

トゥブ族の料理といえば、ヒエと肉を煮込んだ

ニジェールの文化を
知ろう！

【RE C I P E】

ヒエ300g／タマネギ中１個／ニンニ
ク1かけ／トマト200g／鶏モモ肉
500g／塩・コショウ／サラダオイル／
ハイビスカスの花（ハーブティー用）

鶏肉は一口大に切って、塩コショウを振っておく。ニンニクとタマネギはみじん切りにする。トマトは角切りにする。
ヒエは2～3回水を替えながら洗い、水を切る。鍋に入れ、水3カップと塩ひとつまみ、サラダオイル大さじ1を入れてかき
混ぜながら煮る。水分がなくなってきたらごく弱火で15分炊き、10分蒸らしておく。
熱した鍋にサラダオイル大さじ２を熱してニンニクの香りが出るまで炒める。タマネギを加えて炒め、タマネギが透き
通ってきたら鶏肉とトマト、ハイビスカスを加えて煮込む。塩で味を調えて、ヒエと共に皿に盛れば出来上がり。

❶
❷

❸

●材料（4人前）

21種類のクロワの形と、その名前が描かれた
布。現地の人たちにはよく知られるシンボルだ

ラミンさんのカフェ「Café d’Agadez」の情報は、Facebookページでもご覧になれます　
https://www.facebook.com/カフェ・アガデズ-Cafe-dAgadez-299645633495515/

　サハラ砂漠の入り口となるニジェール第二の都市ザンデール
や、砂漠の中にある交易の中心地アガデスは、銀細工で有名だ。
「ニジェールの銀細工はデザインが優れていて、パリコレに出展す
るような世界の一流デザイナーが取り入れることもあるんです」と、
浦安市国際センターのセンター長を務める藤松理子さんは、自身
のニジェールでの滞在経験を基にそう話す。銀細工の多くは、トゥブ
族と同様にサハラ砂漠で遊牧生活を送るトゥアレグ族の鍛冶屋が
作っている。
　トゥアレグ族の住む地域にはそれぞれシンボルがあり、それらを模
した21種類の銀細工が町の工房で売られている。キリスト教とは無
関係だが、形が十字架に似ているため、フランス語で十字架を表す
クロワと呼ばれることが多いこれらのシンボル。アガデス十字（クロ
ワ・ダガデス）は、意中の女性に愛を伝えたいと思ったトゥアレグ族の
若者が、鍛冶屋に頼んで「愛しています」という言葉の頭文字をア
クセサリーのデザインに忍ばせ
て贈ったことから生まれたという
言い伝えがあるという。
　欧米や日本でも、アフリカの
工芸品として売られていることが
あるニジェールの銀細工。見掛
けることがあったら、ぜひその裏
に隠されたメッセージに思いをは
せてほしい。
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　ニジェールの言い伝えでは、ムギ
とヒエは神様の祝福を受けている
ので、水を入れて炊くと膨らみ、ほん
の少しの量でも腹が満たせるのだ
とされている。ヒエなどの雑穀をよく
食べるトゥブ族の間では、“キラエス
ク”と呼ばれる成人式の中で、少女
たちがブラビスコの作り方を習い、
皆で食べるという。
　ニジェール出身のラミン・アルカ
スムさんは、「ブラビスコの作り方が

上手い女性は、男性と添い遂げら
れるといわれているのです。少量の
ヒエでお腹を満たせるブラビスコ
は、家計にやさしい料理だからかも
しれませんね」と笑った。
　日本人女性と結婚して長年、日
本に住んでいるラミンさんは、現在、
茨城県つくば市でカフェを開く準備
をしている。ニジェールの文化を知
り、食事を楽しみながら交流する場
を目指している。


